
 
 
 
 
 
 
 
1．まえがき 
近年、Web での地図提供サービスの増加により

簡単に所望の地図を得ることができる。人々はど

こかへ行こうと思ったとき、提供されている様々

な種類の地図の中から自分にとって見やすい地

図を探し、その地図を持って目的地を目指してい

る。しかし、Web 上で提供されているような一般

の地図は汎用性を考慮するあまり、決められた地

図表示しかなされていないのが現状である。歩行

者が目的地へ向かうために利用する地図として

有効に役立っているかどうかは十分に検討の余

地があると考える。 
そこで本稿では歩行者の求めている地図とは

どのようなものか認知地図の観点から検討し、歩

行者にアンケートを行い、歩行者のランドマーク

への嗜好を地図に反映させ、歩行者にとって利用

しやすく、有効な経路案内地図を提供することに

関して検討した結果について述べる。 
 
2．歩行者の求める経路案内情報 
歩行者は地図を用いて目的地を目指すとき、頭

の中にもう一つ地図を描く。それを認知地図と言

い、ナビゲーション行為によりルートとして獲得

された空間的知識により形成されるものである。 
認知地図の分野では、認知地図の構成要素とし

て「パス、ノード、ランドマーク、エッジ、ディ

ストリクト」の 5 種類があると言われており、経

路案内地図情報として歩行者が求めているもの

はランドマークに分類される表現が多いと言わ

れている。地図を用いた経路案内には利用する地

図のランドマークの表示方法が重要であると考

え、歩行者が注目する、認知しやすいランドマー

クについてアンケートを用いて分析した。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
2．1 アンケートの内容  
アンケートとして目的地の店舗の最寄り駅か

ら当該店舗までの経路案内地図を書いてもらっ

た。その際地図上でのランドマークの表示の仕方

の統計データをとるため、案内文は使わず、道路、

矢印、文字だけで地図を書いてもらった。18～25
歳の男女 48 人に対して調査を実施しどのような

ものに注目し、地図が書かれているかを分析した。 
2．2 結果  
アンケートの結果を表 1,2 に示す。 

 
2．3 分析 
 アンケートにより得られた地図は「固有の店舗

名が多く書かれている」「一般の地図に表示され

ているような雑居ビル等はほとんど書かれてい

ない」といった特徴が見られる。 
アンケート結果からカテゴリごとの割合を求

め、順位付けを行った。経路案内地図に表示する

文字として最適な文字表示率は 5.2 [%]となった。 
 
3．経路案内地図生成アルゴリズム 
店舗データとして新宿区、千代田区のカテゴリ

に分かれた約 10000 件の店舗を用意し、店舗情報

重み付け手法を行い店舗に優先度を付ける。次に

経路付近の店舗表示制御手法を行い、最適文字表

示率を適用し、経路付近に表示する店舗について

優先度を考慮した経路案内地図を生成する(図 1)。 
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     図 1 地図生成の流れ 

 
図 2 店舗情報重み付け手法 

 
図 3  経路付近の店舗表示制御手法 

4．システム構成 
本システムはユーザが目的地とする店舗名を

入力すると、最寄り駅から目的地までの経路案内

地図を表示する。表示する地図に関しては優先度

を考慮したランドマークが表示された地図が生

成される。具体的なシステム構成としてユーザの

入力画面は JSP(Java Server Pages)を用いて作

り、Web サーバとして Tomcat、情報を管理する

データベースには Microsoft SQL Server を用い

てユーザの要求に応じて地図を出力する。 
 
5．実行例 
本システムに使用した店舗データをすべて表

示したオリジナルの地図を図 4 に示す。また本稿

で述べた歩行者のランドマークへの嗜好を反映

させた地図を図 5 に示す。 

    
図 4 オリジナル地図 

     
図 5 優先度を考慮した地図 

6．むすび 
本稿では、認知地図としての観点から、実際に

ユーザとなる歩行者のランドマークへの嗜好を

分析するためにアンケートを用いて検討を行い、

様々なカテゴリを含む多くの店舗情報の中から

歩行者の嗜好を反映させた経路案内地図の生成

の仕方、またそれを用いた Web サービス提供シ

ステムを実現した。現在は歩行者のランドマーク

への嗜好の分析に際し、若年の限られた人々の嗜

好のみしか反映していないので、性差、年齢差に

ついて注目し、様々な歩行者にあった経路案内地

図について検討していく必要があると考える。 
最後に、有益な御討論を戴いた本学 e-LAB/マ

ルチメディア・ラボの諸氏に謝意を表する。 
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